
- "星までの距離" は極めて重要なパラメタ
- GAIA では 109 もの星の位置・速度情報 (直接測定) が得られる ⇉ それでも銀河系の 1% 程度
- (精度はひとまず) より多くの天体について距離を求める手法を開発することは重要である
- APOGEE の分光 + 2MASS の測光データを使って天体までの距離と減光量を推定
- 距離は 0.2―20 kpc というダイナミックレンジで先行研究と consistent な結果を得た
- 2 次元/3 次元ダスト分布は先行研究とほぼ consistent な結果を得た
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Abstract & Introduction

Table 1: 先行研究との比較まとめ (距離編)

Hipparcos Distance

This Work

Figure 1: Hipparcos カタログ (直接測定) との比較
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観測量  O  から系のパラメタ  X  を推定する．

パラメタ  X  が与えられたとき，星の進化計算から観測量  O  を求めることが可能． 
一方で観測量  O  からパラメタ  X  を求めることは容易ではない．

確率  P ( X|O )  を求めるために以下の式を用いる．

確率  P ( O|X )  はいわゆる尤度である． 
ここでは観測量の誤差が正規分布で近似されるとして計算する．

確率  P ( X )  は事前確率 (prior) である．星は thin disk, thick disk, halo に大別できると仮定して以下のように置く．

各要素の個数比を反映する係数  σi を導入すると 
自然に拡張できる気がする

初期質量の分布関数  P ( M )  は以下のように置く (Kroupa-type IMF)．

thin disk, thick disk, halo に対応する成分はそれぞれ以下のように定義する．

( l,b )  ではなく減光量  AV が含まれているべき

天体までの減光量  AV は log-normal な分布をもった確率変数だと仮定．

減光量分布の中央  aprior は無限遠に天体があるときの減光量  AV? と密度分布モデルで計算する．
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Figure 7-8: 2 次元ダスト分布の比較
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※ RJCE が low-metal, cool, low logg 側で A(Ks) を過大評価する現象は先行研究でも指摘されている

Gonzalez は近い星で過大評価？

Figure 9: 3 次元ダスト分布の比較

Figure 10: 3 次元ダスト分布モデルとの比較

銀河系外側 (140<l<240)での SED fit から求めた減光量 VVV survey (銀河系中心方向)で色等級図から推定(?)

Drimmel+ (2003) based on COBE/DIRBE

Schultheis+ (2014) based on VVV

Marshall+ (2006) based on 2MASS

Drimmel+ (2003) based on COBE/DIRBE

Chen+ (2014), SED fitting


